
1クールの
日数

放射線治療

21日 ■なし　□あり

投与日

d0 本管
① ラクテック注 500mL
② ラクテック注 500mL
③ ラクテック注 500mL

d1 本管
① ソルデム3A 1000mL + 10%塩化ナトリウム 20mL + 硫酸Mg補正液

1mEq/mL 8mL
② 生食 50mL（フラッシュ用）
③ グラニセトロン1mgバッグ + デキサート 9.9mg + アロカリス235mg
④ 生食 250mL + ドセタキセル 70mg/m2
⑤ マンニットールS 100mL
⑥ 生食 300mL + シスプラチン 70 mg/m2

遮光
⑦ 生食 500mL + フルオロウラシル 750mg/m2
側管
⑧ ソルデム3A 1000mL + 10%塩化ナトリウム 20mL + 硫酸Mg補正液

1mEq/mL 8mL

d2-4 本管
① 生食 500mL + フルオロウラシル 750mg/m2

d5 本管
① 生食 500mL + フルオロウラシル 750mg/m2
② 生食 50mL（フラッシュ用）

本療法は、食道癌で有効性が示された治療法です。臨床試験により、切除可能食道癌患者の術前療法として
の、DCF療法の有効性が示されました。最も頻度の高い有害事象は好中球減少であり、グレード３-4の好中球
減少はDCF群で85％にみられています。

プロトコール名

食道癌術前補助DCF療法

コメント

薬品名（※赤字は抗がん薬）

・3コース施行
・FNの1次予防にG-CSFを用いることを推奨

プロトコールに関する解説
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